
1989年に大原　毅理事長が第1回消化器癌の発生と進

展研究会を主催されて以来，研究発表数，内容とも充実

の一途をたどり，1997年には曽和融生会長のもと本学術

集会は学会として発展し，第８回学会が大阪で開催され

ました。今回，再び大阪の地で第13回の学術集会を９月

５日（木）・６日（金）にお世話させて頂くことになり

ました。

光栄に存じますとともに，大原　毅理事長以下，諸先

生方のご指導，ご鞭撻を賜りましたこと深く感謝申し上

げます。

本学術集会は，消化器癌の発生と進展に関する多角的

な優れた研究の成果が，基礎と臨床の立場から数多く報

告され，内外からも高い評価を受けて参りました。この

ような質の高い発表が維持されてきた根底には，本学会

の主旨である基礎と臨床の接点が拡大されてきたことが

大きな一因であったかと思われます。そこで，今第13回

学会においても，あらためて，基調テーマを「消化器癌

における基礎と臨床の接点」とし，広く演題を応募させ

ていただくことにさせていただきました。消化器癌治療

の中核は依然外科治療であることを考えた場合，3年ぶ

りの外科系の会長として，消化器癌治療成績向上を目指

した基礎と臨床の接点に関する研究成果をご報告してい

ただくことをお願いする次第です。

第13回学会では，特別講演をミシガン大学教授で

Journal of Clinical InvestigationのChief Editorである

Stephen J Weiss教授に消化器癌の進展の上で重要なマ

トリックスメタロプロテアーゼに関するご講演を予定し

ております。また，セミナーとして，COX-2と消化器癌

に関する話題，肝転移に対する動注療法や進行肝癌に対

するインターフェロン併用化学療法の話題を，さらに

DNAマイクロチップを利用した抗癌剤感受性の話題の4

題を予定しております。なお，今回の演題募集では，あ

えてシンポジウム，パネルディスカッション，ワークッ

ショップの主題を決めず，消化器癌における前癌病変，

発癌予測，予防，分化制御，炎症の関与，遺伝子解析，

遺伝子変化，エピジェネティックな変化，分子標的治療，

転移の基礎と臨床，抗癌剤・放射線感受性，免疫療法，

遺伝子治療，二次発癌に関する演題を応募させていただ

き，応募内容に沿ってシンポジウム等を企画させていた

だきます。さらに，新たに，臨床からの問題の提起とい

うことで，消化器癌の発生，進展を知る上で興味ある症

例報告のご発表の応募いただければ幸いです。

今回の学会が，今後の消化器癌の治療成績向上につな

がることを期待して，皆様からの積極的な演題の応募を

お待ちしております。

第13回日本消化器癌発生学会総会（大阪，豊中）アカ

デミー宿泊予約画面の用意ができました。

画面のＵＲＬは次のとおりです（Ｋｅｙコード入力い

ただくことでアカデミー限定プランがご予約いただけま

す）。なお，学会は予約に関しての責任等は一切負いか

ねますのでご了承下さい。

http://oas.bestrsv.com/reserve/acad?no=12
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（安井理事）

2002年３月13日から16日まで，ドイツ（ミュンヘン）

のHoefler教授の主催で行われる予定であった第３回消

化器発癌国際会議が開催中止になった。中止に至った経

緯として，アメリカ同時多発テロ事件の影響があること，

ドイツマルクからユーロへの切り替え時期にあたり参加

登録に混乱がみられたこと，同時期にミュンヘンで消化

管内視鏡関連の学会があることなどで，財政的に困難で

あることがHoefler教授から説明されている。次回の国

際会議は2004年にアメリカMDアンダーソンセンターの

バーナード・レビン教授の主催で行われる予定である

が，その開催期日については引き続き国際委員会で検討

する。又，次々会の開催地は日本と決定した。

（今井理事，上西理事）

2001年のJECCR論文掲載状況が報告された（別表参

照）。なおOfficial Journalとして英文誌の質的向上を図

る方向で今後引き続き検討することとなった。

（内田雄三理事）

（会則施行細則第１号参照）。

理事長の任期満了にともない，新理事長として候補者

について検討した。次回の理事会で決定する予定である。

平成14年９月の評議委員会，総会の承認を得て決定され

る予定である（会則施行細則第１号第４節の１）。また，

理事３名（大原毅理事，恩田昌彦理事，田原栄一理事），

監事２名（青木照明監事，二川俊二監事）の任期満了に

ともない，新理事，新監事選考の手続きをすすめること

となった。新理事，新監事に立候補を予定される評議員

は５月末日まで書類申請を事務局役員選考委員会で受け

付けることとなった（会則施行細則第１号第５節の１，

同第７節の１）。

また評議員に立候補する会員についても，会則施行細

則第１号第６節にしたがい，５月末日まで書類申請を事

務局役員選考委員会で受け付けることとなった。

出　席（敬称略）
大原　　毅，井藤　久雄，今井　浩三，内田　雄三，
小川　道雄，恩田　昌彦，杉町　圭蔵，寺野　　彰，
磨伊　正義，門田　守人，安井　　弥，上西　紀夫



第１章　総則
第１条　名称

本会は日本消化器癌発生学会（The Japanese Society for
Gastroenterological Carcinogenesis、以下、本会と略記）と
称する。
第２章　目的および事業
第２条　目的

本会は、日本消化器癌発生研究会の業績を継承し、消化器
癌の発生および進展に関する研究を行い、消化器癌の診断、
治療および予防の向上、発展を図り、人類の福祉に寄与する
ことを目的とする。
第３条　事業

本会は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。
年一回の総会、学術集会の開催
機関誌および学術図書などの刊行
内外の関係学術団体との連絡および提携
その他、本会の目的を達成するため必要な事業

第３章　会員
第４条　種別

本会の会員は次のとおりとする。
正会員　　本会の目的に賛同して入会したもの
名誉会員　学術集会会長の経験者、永年理事をつとめ

た者ならびに本会に特別の功労のあったも
のの中から、理事長が理事会および評議員
会の議を経て推薦したもの

特別会員　永年評議員を務めたもの、ならびに本会に
大なる功労のあったものの中から、理事長
が理事会および評議員会の議を経て推薦し
たもの

賛助会員　本会の目的に賛同し、本会の発展に協力を
希望する個人、法人あるいは団体とし、理
事会の推薦を得て評議員会の承認を経たも
の

第５条　入会
本会に入会を希望するものは、所定の手続きを経て本会事

務局に申し込み、理事会の承認を受けなければならない。
第６条　会費

１．会員は、総会において別に定めるところにより会費を
納入しなければならない。

２．名誉会員および特別会員は、会費を納めることを要し
ない。

第７条　資格の喪失
会員は、次の事由によって資格を喪失する。

退会したとき
死亡したとき
除名されたとき

第８条　退会
会員が退会しようとするときは、理由を付して退会届を理

事長に提出しなければならない。
第９条　除名

会員が次の各号の一つに該当するときは、理事会の議決を
経て理事長が除名することができる。ただし、理事会で弁明
する機会をあたえなければならない。

本会の名誉を傷つけ、または本会の目的に反する
行為のあったとき

本会の会員としての義務に違反したとき
会費を２年以上滞納したとき

第10条　会費等の不返還
会員が既に納入した会費、その他拠出金は、これを返還し

ない。
第４章　　役員等および職員
第11条　役員

本会には次の役員をおく。
理事長　　　　　　　　　　　　　　　 １名
理事　　　　　　　　　　 10名以上15名以内
評議員　　　　　　　　　 正会員の10％以内
監事　　　　　　　　　　　　　　　　 ２名
学術集会会長（以下、会長） １名
次期学術集会会長（以下、次期会長） １名

第12条　役員の選出
１．理事長、理事、評議員および監事は別に定めるところ

により選出される。
２．会長は、理事会の推薦により評議員会の議を経て、総

会の承認を受ける。
３．次期会長は、理事会の推薦により評議員会の議を経て、

総会の承認を受ける。
第13条　役員の職務

１．理事長は、本会を代表し会務を統括する。
２．理事、会長、次期会長は、理事会を組織し会務の審議

および本会の運営にあたる。
３．評議員は、評議員会を組織し本会の運営に必要な事項

について審議する。
４．監事は、本会の会計監査および会務の監査にあたる。
５．会長は学術集会を主宰する。
６．次期会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、ま

たは欠あるときはその職務を代行する。
第14条　職員

１．本会の事務を処理するため職員若干名を置くことがで
きる。

２．職員は有給とし、理事会の議を経て理事長がこれを任
免する。

第５章　　会議
第15条　種別

本会の会議は総会、評議員会および理事会とする。
第16条　総会

１．総会は、正会員、特別会員および名誉会員をもって構
成する。

２．理事長は、原則として年一回の総会を招集し、理事会
および評議員会の決定事項を報告する。

３．総会は、この会則に別に定めるものの他、次の事項を
議決する。
事業計画および収支予算
事業報告および収支決算
その他、本会の運営に関する重要事項

４．総会における議事は、総会出席者の過半数をもって決
し、可否同数のときは議長の決するところによる。

５．総会の議長は理事長とする。第17条　評議員会
１．理事長は、必要に応じて評議員会を召集する。
２．理事長は、評議員の過半数または監事の請求がある時

は評議員会を召集しなければならない。
３．評議員会の成立には、委任状を含めて評議員の過半数

の出席を要し、議事の決定は出席者の過半数をもって決
し、可否同数の時は議長の決するところによる。

４．評議員会の議長は会長とする
第18条　理事会

１．理事長は、必要に応じて理事会を召集する。
２．理事長は、評議員の過半数または監事の請求がある時

は理事会を召集しなければならない。
３．理事会の議長は理事長とする。

第19条　学術集会
学術集会は、定例集会のほか、時宜に応じてこれを開催す

ることができる。
第６章　　委員会
第20条　委員会および委員

１．本会は、その業務を行うために必要とする委員会をお
くことができる。

２．委員は、理事会の議を経て理事長がこれを委嘱する。
第７章　　会計
第21条　会計

１．本会の経費は、会費、寄付金、その他をもってこれに
あてる。

２．本会の会計年度は、毎年6月１日から翌年5月31日まで
とする。

第８章　会則の変更
第22条　会則の変更

本会の会則は、理事会および評議員会の議を経て総会の承
認を得なければ変更することは出来ない。
第９章　解散
第23条　解散および残余財産の処分

１．本会は、理事会および評議員会においてそれぞれ構成
員の３/４以上の同意を得たうえ、総会において正会員



の２/３以上の同意を得て解散することが出来る。
2. 解散に伴う残余財産の処分は、理事会および評議員会

の議決と総会の承認を得て行う
第10章　補足
第24条

本会は、日本消化器癌発生研究会の事業および財産を継承
する。
第25条

本会則の施行に必要な細則は、理事会および評議員会の議
決を経て別に定める。

付則
１．本会則は平成９年９月４日より施行する。
２．本会則は平成13年９月７日一部変更した。

（平成13年9月7日現在）
理 事 長　 大原　　毅　

理　事（15名）
井藤　久雄　　今井　浩三　　内田　雄三　　大原　　毅
小川　道雄　　小俣　政男　　恩田　昌彦　　上西　紀夫
杉町　圭蔵　　田原　榮一　　寺野　　彰　　磨伊　正義
三輪　晃一　　門田　守人　　安井　　弥

会　　長　　　門田　守人

次期会長　　　三輪　晃一

監　　事（2名）
青木　照明　　二川　俊二　　　　　　　　　　　　　　

名誉会員（6名）
金澤暁太郎　　下山　　孝　　杉村　　隆　　曽和　融生
長町　幸雄　　長与　健夫　　　　　　　　　　　　　　

特別会員（22名）
磯野　可一　　岩永　　剛　　岡島　邦雄　　小越　章平
梶山　悟朗　　栗原　　稔　　佐藤　栄一　　佐藤　俊一
斉藤　昌三　　斉藤　利彦　　曽我　　淳　　高橋　俊雄
船曳　孝彦　　馬塲　正三　　比企　能樹　　廣田　映五
福富　久之　　藤田　力也　　三輪　　剛　　武藤　泰敏
安富　正幸　　山川　達郎　　　　　　　　　　　　　　

評　議　員　名　簿（103名）50音順
愛甲　　孝　　青木　照明　　浅尾　高行　　朝倉　　均
浅原　利正　　飯石　浩康　　石川　隆俊　　板橋　正幸
井藤　久雄　　伊藤喜久治　　伊東　文生　　今井　浩三
今村　正之　　内田　雄三　　江上　　寛　　江角　浩安
太田　慎一　　大原　　毅　　大平　雅一　　小川　道雄
沖永　功太　　小俣　政男　　恩田　昌彦　　貝原　信明
笠原　正男　　兼松　隆之　　加藤　俊一　　金丸龍之介
上西　紀夫　　川口　　実　　北島　政樹　　木村　　健
国安　弘基　　久保田啓朗　　熊谷　一秀　　倉本　　秋
桑野　信彦　　桑野　博行　　高後　　裕　　小西　陽一
小西　文雄　　佐治　重豊　　澤田　鉄二　　塩崎　　均　
島田　信也　　嶋田　　絋　　嶋田　　裕　　島田　光生
嶋本　文雄　　白水　和雄　　杉町　圭蔵　　砂川　正勝
炭山　嘉伸　　高橋　　豊　　竹之下誠一　　田澤　賢次
竜田　正晴　　立松　正衞　　田中　雅夫　　田中　紀章
谷田　憲俊　　田原　榮一　　辻谷　俊一　　寺野　　彰
藤　也寸志　　峠　　哲哉　　徳永　　昭　　中島　　孝
長嶋　和郎　　仲田　文造　　名川　弘一　　名倉　　宏
成澤　富雄　　新津洋司郎　　西野　輔翼　　野口　　剛
服部　隆則　　平川　弘聖　　平田　公一　　平山　廉三
福島　昭治　　藤盛　孝博　　二川　俊二　　磨伊　正義
前原　喜彦　　松川　正明　　松倉　則夫　　松原　長秀
松野　正紀　　松本　由朗　　真船　健一　　三木　一正
源　　利成　　峯　　徹哉　　三輪　晃一　　武藤徹一郎
棟方　昭博　　森　　正樹　　門田　守人　　安井　　弥
横崎　　宏　　綿谷　正弘　　渡辺　敦光　　　　　

事務局幹事（2名）
清水　伸幸　　下山　省二　　　　　　　　　　　　　　



この度、理事の内田雄三先生・大原　毅先生・恩田昌

彦先生が任期満了となり３名の欠員が、また監事の青木

照明先生・二川俊二先生が任期満了となり２名の欠員が

生じます。これに伴い、会則に従い（会則・会則施行細

則の抜粋を以下に記載）立候補者を募集いたします。立

候補予定の先生は学会事務局までご連絡下さい。

この度、数名の先生方の任期満了により、評議員に若

干名の欠員が生じます。これに伴い、会則に従い（会

則・会則施行細則の抜粋を以下に記載）立候補者を募集

いたします。立候補予定の先生は学会事務局までご連絡

下さい。

第４章　　役員等および職員

第11条　役員

本会には次の役員をおく。

理　事　　　　　　　　　　　10名以上15名以内

評議員　　　　　　　　　　　正会員の10％以内

監　事　　　　　　　　　　　　　　　　　２名

第12条　役員の選出

１．理事長、理事、評議員および監事は別に定めるとこ

ろにより選出される。

第５節　理事についての細則
１．理事は、次項に定める有資格者の中から理事会の推薦

により、評議員会および総会の承認を得て決定される。
満65歳未満の評議員
理事になる時点で連続５年以上の会員歴を有し、

会費を完納しているもの
理事２名の推薦を得たもの

２．理事の任期は４年とし、再任をさまたげない。
３．定期改選時以外の時に選出された理事の任期は、次

回の定期改選時までとする。
４．理事は、その任期中は評議員の資格を有するものとする。
５．理事になることを希望するものは、所定の書類と推

薦状を理事会に提出しなければならない。
６．理事は監事を兼ねることはできない。
第６節　評議員についての細則
１．評議員は、次項に定める有資格者の中から理事会の推

薦により、評議員会および総会の承認を得て決定される。
２．評議員となり得るものは、次のすべての資格を有す

るものとする。
満65歳未満の正会員
評議員になる時点で連続３年以上の会員歴を有

し、会費を完納しているもの。
評議員２名の推薦を得たもの。

３．評議員の任期は２年とし、再任をさまたげない。
４．評議員は、理由なく連続して２回評議員会を欠席し

た場合その資格を失う。
５．評議員の定年を満65歳とする。ただし任期は定年に

達した年の会計年度末までとする。
６．評議員になることを希望するものは、所定の書類と

推薦状を理事会に提出しなければならない。
第７節　　監事についての細則
１．監事は、理事を除く評議員の中から理事会の推薦に

より、評議員会および総会の承認を得て決定される。
２．監事の任期は４年とし、再任をさまたげないが連続

して２期をこえてはならない。
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１ 1989年９月２日 東京プリンスホテル（東京） 大原　　毅（東京大学第３外科） 62
２ 1990年９月１日 西鉄グランドホテル（福岡） 杉町　圭蔵（九州大学第２外科） 85
３ 1991年９月７日 マーキュリーホール（前橋） 長町　幸雄（群馬大学第１外科） 91
４ 1992年９月４～５日 金沢市文化ホール（金沢） 磨伊　正義（金沢大学がん研究所外科） 90
５ 1993年９月10～11日 全共連ビル（東京） 恩田　昌彦（日本医科大学第１外科） 89
６ 1994年９月２～３日 神戸国際会議場（神戸） 下山　　孝（兵庫医科大学第４内科） 105
７ 1995年９月８～９日 大分コンパルホール（大分） 内田　雄三（大分医科大学第２外科） 118
８ 1997年９月４～５日 南海サウスタワーホテル（大坂） 曽和　融生（大坂市立大学第一外科） 117
９ 1998年９月10～11日 宇都宮東武ホテルグランデ（宇都宮） 金澤暁太郎（自治医科大学消化器一般外科）122
10 1999年９月２～３日 熊本ホテルキャッスル（熊本） 小川　道雄（熊本大学第２外科） 117
11 2000年９月７～８日 米子コンベンションセンター（米子） 井藤　久雄（鳥取大学第１病理） 115
12 2001年９月６～７日 シェーンバッハサボー（東京） 小俣　政男（東京大学消化器内科） 78
13 2002年９月５～６日 千里サイエンスセンター（大坂） 門田　守人（大阪大学外科）

注意：1996年は第１回国際消化器発癌学会（1st International Conference of Gastroenterological Carcinogenesis）開催のため、本
会総会は開催されず。本会は第８回より学会として開催

国際消化器発癌会議（International Conference of Gastroenterological Carcinogenesis）歴代会長　Date Venue Office President
１　1996/10/22-24 Hiroshima International Conference Center Hiroshima University (Hiroshima, Japan）Eiichi Tahara
２　1999/03/25-27 Congress-Center Ulm & Hotel Maritim University of Ulm（Ulm, Germany）Hans G. Beger

ニュースレターの第２号をお送りいたします。
昨年９月11日の米国中枢への同時多発テロは本学会の関連学会にも意外な影響を与えました。すなわち，第３回国際消化器癌

発生会議への海外からの演題募集が少なく学術集会が成立しないという事態に陥ってしまいました。とても残念な事ですが，次
回の学会までには十分な準備をお願いし，本会としても最大限のバックアップをして行きたいと考えています。

ところで，このニュースレターが皆様の御手元に届くころに
は，第13回日本消化器癌発生学会総会の抄録締め切りが近づい
ていることと思います。皆様，万障お繰り合わせの上ご参加頂
き，学会を盛り上げて頂ければと思っております。

今後も，会員の皆様からのご意見・ご要望を取り入れ，より
良い紙面作りを心がけていきたいと思っておりますので，よろ
しくお願いいたします。

（文責：学会事務局幹事　清水）
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